






































国 家 の 檻
―マイケル・マンの国家論に関する若干の考察―（1）
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（ 1 ） 本論文は2006年６月24日に千葉大学で開催された第46回日本社会学史学会大会（自由報告の部）で
行った同タイトルでの報告を基にしている。
（ 2 ） 1980年代はまた，社会学において国家論が復興してきた時代でもある。それに関しては拙稿（佐藤 
2006）を参照せよ。
（ 3 ） 彼はイギリス出身で，現在カリフォルニア大学ロサンゼルス校の教授を勤めている。最近アメリカ
国籍を取得し，イギリスとアメリカの二重国籍保持者となった。
（ 4 ） エミール・デュルケームの「独特な実在としての社会the society sui generis」概念に依拠した表現
である。







」の存在を指摘している（Weber 1980: 336＝1988: 332，強調ヴェーバー）。
（ 6 ） この権力概念を，フーコーは『性の歴史Ⅰ：知への意志』の中で具体的に展開している。
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権力と見なすとすれば，それ
はマンを誤解している。逆に，インフラストラクチャー的権力とは，社会のための
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